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区分 学年 教科等 単元等 活用ソフト

中 2 国語 言語の特徴や使い方「敬語」 プレゼンテーションソフト

授
業
内
容

相手に対し敬意を示す言葉について理解しよう 活用ツール カード移動

準備：
・ワークシート用ファイルを作成する。
・ファイルを共同編集できる場所に保存しコピーを配布する。
・解答を提示する場合は、解答用のスライドを準備する。

授業の流れ：
1. 敬意を表す表現として、尊敬語・謙譲語・丁寧語があることを知る。
2. ワークシートとして指定されたファイルを開く。
3. 動詞の尊敬語と謙譲語をそれぞれ考え、該当する言葉のカードを移動する。

尊敬語は動詞の右、謙譲語は動詞の左に移動する。（練習①のスライド）
    ※言葉のカードはスライドの外にあります。適宜表示倍率を変更してください。
4. ペアで考えた結果を見せ合い、困ったところがあれば教え合う。
5. 同様に、練習②に取り組み、提示された正解とあっているか確認する。

※練習②のスライドは、練習①と動詞の並び順が違っています。

6. 練習③に各自取り組み、提示された正解とあっているか確認する。
7. 時間があれば、敬語を使った短い文章を考える。

ICT利活用のポイント
尊敬語と謙譲語を意識しながらカードを並べ替えることで、短時間に整理しながら学習することができます。
繰り返し練習することで定着にもつながります。

おすすめポイント ワークシート例をお使いいただけます。

練習①
動詞に対応する
尊敬語・謙譲語

練習②
動詞に対応する
尊敬語・謙譲語
※①の並び順違い

練習③
動詞・尊敬語
・謙譲語
ランダム
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